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Abstract
A fragmentary mammalian tooth (GCM-VP179), described as Trogosinae gen. et sp. indet. in this paper, was found 

from the red siltstone bed near the base of the Lower Eocene Akasaki Formation of the Miroku Group, Yokoura-jima 
Island, Goshoura, Amakusa City, Kumamoto Prefecture, Japan. GCM-VP179 is damaged with numerous cracks in a 
calcrete nodule (calcareous concretion in pedogenetic horizon) of the red siltstone bed. Despite of the poor preserva-
tion, it shows a chisel-shaped tip with a broad wear facet and an enamel layer extending on the anteromesial, labial, and 
anterior part of distal (lateral) surfaces. The enamel-free dentine is cracked but exhibits the posterior elongation. GCM-
VP179 is an anterior part of a right upper or left lower second incisor (a right I2 or left i2) of a large trogosine tillodont, 
differing from those of Chungchienia and Kuanchuanius from the Middle Eocene of China in size and morphology and 
being larger than those of a large species of Trogosus (T. latidens) and Tilldon fodiens from the Bridgerian North Ameri-
can land-mammal “age” (late Early to early Middle Eocene) of U.S.A. GCM-VP179 is an additional specimen suggest-
ing the correlation to the Bridgerian and the trogosine diversity of the Akasaki Formation.

Keywords: Miroku Group, Akasaki Formation, Tillodontia, Trogosinae, Bridgerian, Arshantan, Early Eocene

はじめに

熊本県の西部，天草地域の弥勒層群赤崎層は，

上天草市龍ヶ岳町の赤崎などを模式地として長尾

（1922）が命名し，長尾（1926）により改定，定義

された古第三系基底層である．本層は熊本県宇土

半島から鹿児島県長島北部へと南西方向に分布し

（Fig. 1），「紫赤色」ないし，「赤紫色」とも称さ

れる赤色系の色調を特徴とする泥岩層（以降，赤

色泥岩と一括する）を挟在するが（例えば，長尾，

1926；松下，1949；井上，1962），天草下島地域に

本層は分布しない（Miki, 1975；三木，1981；高井・

佐藤，1982；高井ほか，1997）．赤色泥岩を伴う特

徴的な岩相から，赤崎層はその下位で直接不整合

に覆う上部白亜系姫浦層群とも，本層の上位を整

合に覆う弥勒層群白岳層とも，岩相上識別し易い．

さらに西九州各地の炭田地域の古第三系基底部は，

赤崎層のように赤色泥岩を挟在する地層が広く分

布するため，その古第三系層序の広域対比におい

ては一種の鍵層として注目された（例えば，長尾 , 
1926; 松下 , 1949；Mizuno, 1964；三木，1981；井

上ほか，1982）．長尾（1922）の赤崎層命名時では，

後述の白岳層下部から産する貝化石層を含むかの

ように記述され，英語表記も「Akazaki」であったが，

長尾（1926）では修正された．赤崎層は長尾の提

唱から 1993 年まで化石の発見が無く，長らく「無

化石層」として見られていた．

赤崎層の地質時代は，上位の海成層である白岳
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層，およびそれに対比される天草下島に分布する

福連木層（松下，1949）の時代に近いとはいえ，

より古いものとされる（Miyata et al, 2011）．最近

では，赤崎層内の上限付近の層準から酸性凝灰岩

の U–Pb 年代値（49.1 ± 0.4 Ma）が報告され，本

層の堆積年代は前期始新世後期以前であることが

示された（Miyake et al., 2016)．現在までに赤崎

層の時代の下限について確定できる資料や報告は

ないが，1993 年から発見が続く陸棲哺乳類の化石

がその手掛かりになると期待される（Miyake et 
al., 2016）．

本論文は天草市御所浦町の横浦島に分布する赤

崎層（Figs. 1, 2）から産した歯の化石（GCM-VP179）

について記載し，その産出の意義について述べる．

化石は 2000 年 3 月に当時の御所浦町白亜紀資料館

（現在の天草市立御所浦白亜紀資料館）の菊池直樹

学芸員によって発見されたものであり，その剖出

作業は 2013 年度から開始した天草市と福井県立恐

竜博物館の共同調査研究事業（天草市産白亜紀・

古第三紀脊椎動物化石調査研究協定）により福井

県立恐竜博物館で実施された．なお，記載の化石

は顎骨前方に位置する切歯のため，その歯の前方

は唇側（labial），後方は舌側（lingual），正中側は

近心（mesial），反対の外側は遠心（distal）ないし

頬側の意味である．

赤崎層の層序の認識に関する混乱

古生物記載に移る前に，過去の研究の中で赤崎

層とされた概念と認識が，本稿の赤崎層と異なる

ものがあるため，あえてこの項目を設けて解説す

る．過去の研究報告には赤崎層の分布や時代につ

いて異なる見解があり，層序の混乱も見られる．

既述のように赤崎層の分布は宇土半島から長島

にかけての，いわゆる天草地域東側の島嶼にわた

るが，天草下島においても本層に対比可能とされ

る地層，「赤崎相当層」が分布すると提唱されてい

る（田代・大塚，1978）．その名称と赤崎層に対比

が可能とする見解は，“赤崎相当層”に赤色泥岩

が部分的に挟在することが根拠と思われ，概念的

には松下（1949）の福連木層の下部に相当すると

考えられる（三木，1981；高井ほか，1997）．田

代・大塚（1978）の“赤崎相当層”は，本来，非
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Fig. 1. Left, a map showing the distribution of the Akasaki Formation in the eastern Amakusa area, Kumamoto 
Prefecture, western Kyushu, Japan; Right, a simplified geological map showing the locality of GCM-VP179 (solid star) 
and the locations (A–C) of the measured sections of the Akasaki Formation in Yokoura-jima Island, Goshoura, eastern 
Amakusa City. The topographic base map in the right is from [URL1].
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海成層の概念を持つものとして提唱されたが，天

草下島の明石岬など，後に報告される天草下島各

地の“赤崎相当層”は干潟～浅海棲種の貝化石や

大型有孔虫のヌムリテスのほか，中期始新世初期

のナノ化石も産する，いわゆる海成層が主体とし

て報告される（田代ほか，1980；大塚，2002; 大

塚，2011）．さらに大塚（2011）は，“赤崎相当層”

は赤崎層に，“赤崎相当層”直上の“白岳砂岩相当

層”は白岳層に含まれると再定義の提唱を行った．

“赤崎相当層”のナノ化石は当初，田代ほか（1980）

が CP12 帯（Discoaster subloboensis Zone）のもの

と報告したが，後に中期始新世前期の CP13a 亜帯

に改定された（Okada, 1992）．すなわち，“赤崎相

当層”の年代は現在のところ，約 47 Ma よりも古

くない（宮田ほか，2020）．ほかにも，大戸ほか（2001）

による鹿児島県獅子島の放散虫化石生層序の研究

では，赤崎層の基底である不整合面より下位（通常，

上部白亜系姫浦層群である）から産した放散虫化

石群集が，Theocotyle cryptocephala Zone 上部から

Dictyoprora mongolfier  Zone 下部（RP10 帯上部～

RP11 帯下部相当：前期始新世末～中期始新世初期；

Vandenberghe et al., 2012）であるという報告もあ

る．しかしながら，その再検証や追試はされてい

ないため，ここでは議論しない．

いずれにしても，“赤崎相当層”のナノ化石の生

層序年代や上記の放散虫生層序帯は，Miyake et al. 

(2016) の赤崎層の U–Pb 年代よりも若い．すなわ

ち，“赤崎相当層”はその U–Pb 年代の得られた赤

崎層と同等の年代とする根拠は無いことになる．

すなわち，赤色岩層を挟む岩相上の類似はあると

しても，“赤崎相当層”は赤崎層とは同時期のもの

ではない海棲生物の化石を産することから，赤崎

層に相当するとは考えにくい．大塚（2011）は“赤

崎相当層”を包括した赤崎層の再定義を提唱した

が，その再定義や“赤崎相当層”の使用は，天草

地域の古第三系の解釈に混乱をもたらす可能性が

ある．“赤崎相当層”のナノ化石生層序年代と同時

期の海成層は，かつて長尾が提唱した「ヌムリテ

ス層海進」（長尾，1928）に伴って形成された赤崎

層上位の白岳層に相当すると思われる．すなわち，

天草一帯を含む西九州の古第三紀炭田地域には，

赤色泥岩を伴う赤崎層のような陸成層の上に，約

47 Ma の中期始新世前期をはじめとする海進期に

海成層が形成されるが，天草下島ではその陸成層

をほぼ欠いていると解釈される．

また，赤崎層と白岳層は岩相上，一般に判別し

やすいが，両層の境界付近は場所によって層序を

混同した研究もある．従来，赤崎層の上限は赤色

泥岩層が消失し，さらにその上位に白岳層では特

徴的とされる炭質泥岩層の出現，ないし汽水～浅

海域に生息する貝化石の産出層準を境界（白岳層

の基底）とするのが一般的である（長尾，1926；

井上，1962）．白岳層の特徴とされるアルコース砂

岩の厚層を白岳層の基底とみなす場所もあり，全

ての地域でこの基準が踏襲できるものではない．

また，赤色泥岩層は“赤崎相当層”にも挟在され

ていたように示準的なものではなく，単に赤色泥

岩層の存在だけで赤崎層とは判断できない．白岳

層の汽水棲貝化石産出層準の直上にも薄い赤色泥

岩層が存在する事実を，筆者は上天草市瀬島北部

Fig.2. Measured stratigraphic sections of the Akasaki 
Formation showing the stratigraphic horizon of GCM-
VP179 (solid star). The locations of the stratigraphic 
sections (A–C) in Yokoura-jima Island are denoted in 
Fig. 1.
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で観察したことがある．いずれにせよ，長尾（1926）

の定義によれば赤崎層は海進期以前の地層で、海

棲生物化石の産出がない地層と定義される．だが，

赤崎層に対比される長崎県長崎市の高島炭田の赤

崎層群香焼層（松下，1949）上部に，汽水や浅海

棲の貝化石が産する層準がある（Mizuno, 1964）．

赤崎層にそうした層準は確認されていないが，そ

うした汽水成層や浅海成層を挟むならば，それは

“赤崎相当層”よりも古い．

天草上島北東部の千巌山に赤崎層から白岳層に

およぶ層序が観察されるが，田中ほか（1997）は

干潟から浅海の貝化石に富み，赤色岩層の無い弥

勒層群の層序を「千巌山層」と名付け，赤崎層と

白岳層の間に存在するとした．「千巌山層」は地

層命名規約 [URL2, 3] に沿った正式な地層の新

設ではないが，アルコース砂岩の厚層を主とする

白岳層特有の岩相とは異なることから，そのよう

な層序区分を提唱したと思われる．田代（2004）

は，「千巌山層」にあたる層序を赤崎層と白岳層の

「漸移層」とも呼び，赤崎層の一部とする見解を

示した．しかしながらこの層序は長尾（1926）が

Lower Orthaulax Zone と呼ぶ白岳層の軟体動物化

石帯の貝化石を多産し，井上（1962）も自身の地

質図に「千巌山層」の分布域を白岳層と塗色して

いる．Tanaka et al. (2017) は，「千巌山層」を含

み「赤崎層」として塗色された豊原・長谷（1991）

の地質図を引用し，白岳層下部である「千巌山層」

を赤崎層と混同した．既に述べたように，“赤崎相

当層”と白岳層は海棲生物の化石に富み，赤崎層

とは年代と堆積環境が異なる地層である．なお，「千

巌山層」の下位に既述の Miyake et al. (2016) が

報告した酸性凝灰岩層があることも，筆者は自身

の調査で確認している．

赤崎層の哺乳類化石の研究

赤崎層は海棲生物の化石産出が未だ無い河川堆

積物からなるが，長尾の提唱以降，赤色泥岩を挟

む岩相上の特徴には注目されるものの，「無化石層」

として長らく知られたため，古生物学研究の対象

となる地層ではなかった．本層から初めて発見さ

れた化石は，宇土半島の赤瀬に分布する本層から

発見された大型の哺乳類化石であり（宮田・冨田，

1995），1993 年 3 月に筆者と岩崎康頴熊本大学理学

部教授（当時）によって発見された．その最初の

化石は裂歯目エソニックス科のトロゴサス亜科に

属する Higotherium hypsodon と記載された（Miyata 
and Tomida, 1998a）．その後，上天草市大矢野町

維和島の赤崎層から，北米のトロゴサス属に類似

した大型の裂歯類化石が（Cf. Trogosus sp.; 宮田・

冨田，1997a; Miyata and Tomida, 1998b)，さらに

天草市御所浦町の牧島に分布する赤崎層からも裂

歯目トロゴサス亜科と汎歯目コリフォドン科の複

数の化石が報告された（宮田・冨田，1997b; Mi-

yata and Tomida, 1998b; 宮田ほか，2005；Miyata 
et al., 2011）．牧島産の裂歯類はトロゴサス属の大

型種に類似し，Trogosus cf. T. latidens と記載され

た（Miyata, 2007a）．赤崎層の哺乳類化石は主に裂

歯目の化石が先行して記載されているが，汎歯目

や奇蹄目，偶蹄目などを含む８目１２種を超える

ことが既に確認されている（Miyata et al., 2011）．

ほぼ同時期と考えられる哺乳類化石は天草地域よ

りさらに南西に位置する鹿児島県甑島列島の上甑

島層群中甑層からも知られ（Miyata et al., 2011；

宮田ほか，2019），まだ未報告の化石も加えれば種

類はさらに増加する．これら赤崎層と中甑層の哺

乳類化石は，日本の新生代最古の哺乳動物相を代

表し，北米の前期始新世後期の陸棲哺乳類化石生

層序時代である Bridgerian と，これにほぼ対比さ

れるアジア本土（当時，ヨーロッパとアジアは海

域で分断されることが起きている）における生層

序時代である Arshantan の動物相との関連がある

（Miyata et al., 2011；宮田ほか，2019）．

古生物記載

裂歯目 Order Tillodontia Marsh, 1875

エソニックス科 Family Esthonychidae Cope, 1883

トロゴサス亜科 Subfamily Trogosinae Gazin, 1953

Gen. et sp. indet.

Fig. 3

［標本］GCM-VP179，右上顎または左下顎の第

二切歯先端部

［産出地と産出層準］熊本県天草市御所浦町横浦

島北西部の海岸（Fig. 1；32°22’12.0”N 130°20’
29.0”E 周辺 )．弥勒層群赤崎層の基底から上位約

8 m の赤色泥岩層（Fig. 2）．

宮田 和周
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横浦島を含む周辺の地質については天野（1960），

塚脇・嶋村（1996），嶋村（1997）の既報がある．

天野（1960）の古第三系層序の解釈では横浦島の

北西部（割石）に白岳層は分布しないが，塚脇・

嶋村（1996）とそれを引用する嶋村（1997）で

は白岳層が確認されている．筆者による調査で

は，白岳層と考えられる砂岩，礫岩の厚層が赤崎

層の上位に確認できた．赤崎層の層厚は塚脇・嶋

村（1996）と嶋村（1997）では 62 m と見積もられ

たが（塚脇・嶋村（1996）の Fig. 3 では 42 m と

の記述もある），筆者の調査では割石の西岸で

約 52 m（Fig. 2B），東方ではより粗粒で赤色泥岩

層は薄くなる傾向がある（Fig. 2A）．なお，塚脇・

嶋村（1996）では白岳層の層厚は 35 m 以上と見積

もられている．既出の白岳層下部に特有な貝化石

層（Lower Orthaulax Zone）は報告されておらず，

筆者も確認できなかった．GCM-VP179 の化石層準

は海岸部の露頭にあり，そこでは不整合面からの

層位は直に確認できないが，赤崎層の基底から約

8 m 上位の赤色泥岩層から産した．

［記載］GCM-VP179 は部分的に割れた歯の化石

で，完全に母岩から剖出することはできない．歯

の先端から母岩を含む標本全体の長さは 53 mm，

最大幅は 32 mm である．赤色泥岩中に形成され

た石灰質のノジュールから発見され，非結晶質の

微粒なカルサイトが GCM-VP179 の周囲と，その

エナメルや象牙質の割れ目に生じている．そのノ

ジュールは赤崎層の古土壌層中に形成されたカル

クリート（calcrete; Wright and Tucker, 1991）と考

えられ，カルクリートの形成時に，標本の変形や

分解が行われたと思われる．

GCM-VP179 は本来の形状は保持されていない

が，エナメルの分布から推定して，歯は少なくと

も 38 mm ほどの長さがあり，歯根側で太くなる．

歯の先端から後方（舌側）へ約 20 mm の幅広い咬

耗面がある（Fig. 3）．歯の先端はノミ状（chisel-like）

であり，歯の長軸を横断する断面では，エナメル

が歯の前面（唇側）および，それに直交する内外

の側面（近心面と遠心面）でコの字型となる（Fig. 
3E）．母岩と接する歯根側は保存が悪く，形状は判

別し難い．エナメルは歯の唇側と（Fig. 3B），近心

側と遠心側のそれぞれ前方を覆うが（Fig. 3A, C），

後方（または舌側）にエナメルは分布せず，象牙

質が露出する（Fig. 3D）．唇側とそれぞれの側面（近

心面と遠心面）が接する角でエナメルには割れ目

が生じているが（Fig. 3B），近心面前方のエナメ

熊本県天草市横浦島の下部始新統赤崎層から産した裂歯目トロゴサス亜科の切歯

Fig. 3. GCM-VP179, Trogosinae, gen et. sp. indet., from the Akasaki Formation, Yokoura-jima Island, Goshoura, 
Amakusa City. A, distal (lateral); B, labial (anterior); C, mesial; D, lingual (posterior); E, occlusal views. Anterior (labial) 
at top in occlusal view.
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ル幅は狭く（約 7.5 mm; Fig. 3C），遠心面のエナ

メル幅はその倍ほどある（Fig. 3A）．エナメルが

覆う歯の近遠心の幅は，少なくとも約 14 mm ある

と見積もられ，これと直交する前後の幅（唇舌幅）

はその倍あると推定される．エナメルが分布しな

い後方（舌側側）の象牙質にも割れ目があるとい

う保存の悪さではあるものの，象牙質は後方（舌側）

へと伸張する（Fig. 3C）．

［考察］GCM-VP179 の保存状態は悪いが，そ

の先端部は幅広い咬耗面のあるノミ状であり，そ

のサイズから大型哺乳類の切歯ないし犬歯の一部

に類似する．そのエナメル分布は，齧歯類の切歯

のように，歯の唇側面と，近心および遠心面のそ

れぞれ前方のみに限られる．赤崎層の時代（前期

始新世後期）に，このようなサイズと形態を持つ

哺乳類の歯は，裂歯目トロゴサス亜科の第二切歯

か，紐歯目スティリノドン科（Taeniodonta, Stylin-

odontidae）の犬歯に符合するが（Schoch, 1986），前

者はアジアと北米に化石記録があるものの，後者

は北米のみに限られる（Schoch and Lucas, 1982;

Schoch, 1986）．これまでの化石記録から，GCM-

VP179 はトロゴサス亜科の第二切歯と判断される

が，上顎の歯か，下顎の歯かを判断できない．ト

ロゴサス亜科の歯列形態が良く知られる Trogosus

属を例にすれば，その上顎および下顎の第二切歯

は共に無歯根歯で，サイズもエナメルの分布も互

いによく類似するものの，上顎切歯後方の象牙質

の近心側に，歯の長軸に沿った浅い溝が存在し，

下顎第二切歯と区別できる（Miyata, 2007b; Miyata

and Deméré, 2016）．本標本のように保存状態が悪

い場合は両者の区別が困難となる．

GCM-VP179 は中国の中部始新統から知られる同

亜科の巨大な属 Chungchienia （Chow et al., 1996）

の第二切歯，および小型の属 Kuanchuanius（Chow,

1963）の第二切歯とは容易に区別できる．北米で

記載された Trogosus 属や Tillodon 属の第二切歯と

形態的にやや類似するが，GCM-VP179 の歯の近遠

心幅はそれらの上顎および下顎の第二切歯よりも

幅広く，両属のどの種よりも大きい．赤崎層産の

Higotherium hypsodon（NSM-PV20118, 右下顎骨の

一部；Miyata and Tomida, 1998a）および Trogosus

属の大型種 Trogosus cf. T. latidens（GCM-VP 103;

2 本の上顎歯と 10 本の下顎歯，下顎骨の断片，頸

椎など；Miyata, 2007a）とは直接の比較ができな

い が，Cf. Trogosus sp.（NSM-PV20121， 第 二 切

歯を含む 7 つの断片的な歯；Miyata and Tomida,

1998b）の第二切歯よりも幅広く，大きい．

化石産出の意義

赤崎層のトロゴサス亜科の化石は，本標本

（GCM-VP179）以外に４標本ある．宇土市赤瀬か

ら記載された Higotherium hypsodon の模式標本

（NSM-PV20118）と未記載の巨大な上顎第二切歯

（宮田，2010），そして上天草市大矢野町の維和島

西部から Cf. Trogosus sp. の標本（NSM-PV20121）

の 3 標本は全て赤崎層の上限付近の層準から産し

た．赤瀬産の上顎第二切歯の幅は GCM-VP179 の

倍ほどあり，サイズは著しく異なる．最後の 1 標

本は牧島の赤崎層中部から産した Trogosus cf. T.

latidens である（GCM-VP 103；Miyata, 2007a）．牧

島の赤崎層中部から複数の哺乳類化石が産したが

（宮田，1997; Miyata et al., 2006），GCM-VP179 の

層準は姫浦層群との不整合面により近く，知られ

る限り最も下位の哺乳類化石産出層準となる．す

なわち，トロゴサス亜科の標本は，赤崎層のほぼ

どの層位からも産出するかのように思われる．

北米ではトロゴサス亜科の化石産出が Bridgerian

の示準となるが（Gunnell et al., 2009；Miyata and

Deméré, 2016），既に Miyata et al. (2011) が赤崎

層の哺乳動物群集が Bridgerian に相当することを

想定したように，GCM-VP179 はさらにこの考え

を示唆する追加標本と言える．しかしながら，本

化石を産した横浦島の赤崎層の層厚は約 50 m，

GCM-VP103 を産した牧島の赤崎層の層厚は約 80 m

と，他の地域の赤崎層に比べて共に薄く，後者の

約 5倍の層厚もある宇土半島北岸（約 370 mの層厚；

平岩～赤瀬付近における筆者の調査による推定値）

の赤崎層や，さらにその倍近い層厚をもつ甑島列

島の上甑島層群中甑層（約 890 m）は，同じ前期

始新世後期の時間幅にあり，同時期の動物群とし

て評価するには哺乳類化石の解明だけでなく地層

自体の年代学的課題が避けて通れない．アジア本

土の Arshantan は北米の Bridgerian との対比が考え

られているものの，その堆積年代の信頼できるデー

タは未だ報告が無い（Miyake et al., 2016）．赤崎

層の哺乳類化石の分類を進め，本層のさらなる堆

積年代が分かれば，東アジアの前期始新世陸棲哺

乳類化石生層序を代表するデータになるだろう．

宮田 和周
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